
福 山 市 上 下 水 道 局

２０２４年度（令和６年度）

合流改善施設水質試験業務委託

実施設計書

福山市松浜町三丁目及び東川口町一丁目地内

業

務

概

要

合流改善施設３箇所の水質試験を行う（基本水質試験料による単価契約）

年間見込み検体数　３４６検体

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）　　　３４６検体

浮遊物質量（ＳＳ）　　３４６検体

内，休日対応　　７０検体



1 00

計

消費税等相当額 1 00 ×

業務委託費

種 目 形 状 寸 法 単 位 数 量 単価（円） 金額（円） 摘 要
基本水質試験料

福 山 市 上 下 水 道 局

合流改善施設水質試験業務委託 （１検体当たり単価）

検体

式 10%



仕   様   書 

 

１ 業務名 

合流改善施設水質試験業務委託 

 

２ 業務内容の細目 

ア  採水容器の準備 

イ  検体の受け渡し（中央ポンプ場において行う。受注者の事業所へ搬入する場合がある。） 

ウ  水質試験 

エ  試験結果の報告 

 

３ 業務場所 

福山市松浜町三丁目及び東川口町一丁目地内 

 

４ 検体の概要 

新浜ポンプ場放流水、中央雨水滞水池放流水、中央ポンプ場放流水のうち、降雨で稼働した施

設の放流水（最大３箇所）を採水する。各採水場所では１回の降雨で最大２４検体を採取できる。 

 

５ 試験項目，検体数及び採水を行う条件 

ア 試験項目  生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）、浮遊物質量（ＳＳ） 

イ 検体数   １回の降雨で１箇所につき最大２４検体（３箇所合計で最大７２検体） 

ウ 水質試験条件  水質試験は独立降雨（注 1）の降雨量（注 2）が１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲

内になった場合に行う。ただし、降雨量１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲外になっ

た場合でも上下水道局職員の判断で水質試験を実施することがある。 

（注１） 独立降雨    降雨の前後４時間が無降雨であるものとする。 

（注２） 雨量判断基準 国土交通省福山河川国道事務所に設置している雨量計の雨量で判断す

る。 

 

６ 試験方法 

試験方法は、「下水の水質の検定方法等に関する省令」（昭和 37 年 12 月 17 日厚生省・建設省

令第１号）によるものとする。 

 

７ 採水容器の準備 

  発注者は、受注者へ事前に採水予定日を連絡する。受注者は、各採水場所毎に１番から２４番

の番号を付加した採水容器を採水当日までに準備して搬入することとする。搬入場所を中央ポン

プ場建築物とし、受注者は搬入日を発注者へ事前に連絡することとする。 

 

８ 検体の採取等 

ア 採水 

      発注者が、検体の採水を行うものとする。 

イ 連絡及び検体の受け渡し 

発注者は、受注者に採水予定日を採水日前日までに連絡し、採水日当日に採水予定時間を連

絡する。受注者は、速やかに検体を回収するものとする（採水日が休日になる場合や、採水時

間が 16時以降になる場合は、上下水道局職員が検体を受注者の事業所へ搬入することとする）。

自動採水器の故障等により採水ができなかった場合は、発注者はその旨を受注者に連絡するこ

ととする。 



ウ 検体の運搬 

受注者は、保冷車等により検体の保存を行い、検体運搬中に事故が生じた時は、検体の異常

の如何を問わず報告し、異常のある場合は別途協議するものとする。 

 エ 水質試験 

   生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）については、検体回収日の翌日までに水質試験を開始する

こととする（採水日や水質試験開始日等が休日になる場合は、協議により決めることとする）。

浮遊物質量（ＳＳ）については、検体回収日の翌営業日までに水質試験を開始することとし、

試験開始まで検体を適切に保存することとする。 

 オ 休日 

   休日とは「福山市の休日を定める条例」に規定する休日を言う。 

 

９ 予定数量 

  本業務は年間３４６検体を予定している。ただし、降雨その他の状況により変動する。実際の

発注検体数が異なる場合でも同一単価とする。 

 

１０ 結果報告 

受注者は、検体採取後速やかに水質試験を行い、その結果について、検体回収日から 2週間以

内に濃度計量証明書、水質試験結果の根拠となる書類（濃度計算書）と合わせ、採水場所毎の結

果一覧表により報告するものとする。生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）については試験年月日が

確認できる資料を添付するものとする。 

 

１１ 業務委託料の算出 

  １検体当たりの水質試験料は、表１に基づき算出する。休日対応追加料金については、生物化

学的酸素要求量（ＢＯＤ）のみを対象とし、試験開始日及び５日後のいずれか又は両日が休日に

該当する場合、該当日の検体数に応じて表１の休日対応追加料金の右欄の金額を加算する。 

             表１ 水質試験料の単価 

項目 １検体当たりの加算額（円） 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 基本水質試験料×１ 

浮遊物質量（ＳＳ） 基本水質試験料×０．６ 

休日対応追加料金 基本水質試験料×０．５ 

 注意：基本水質試験料とは生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の単価に該当します。 

    浮遊物質量（ＳＳ）及び休日対応追加料金の単価は基本水質試験料の単価から算出する。 

    １検体当たりの基本水質試験料を応札すること。 

 

  水質試験１回の交通費は、表２に基づき算出する。 

             表２ 交通費の単価 

項目 １回当たりの交通費（円） 

採水容器の搬入   基本水質試験料×０．２ 

採水をした検体の回収   基本水質試験料×０．２ 

 注意：水質試験を実施した件数についてのみ請求すること。上下水道局職員が受注者の事業所 

    へ検体を搬入した場合は、その回数について除外すること。 

 

１２ 業務委託料の支払い 

  受注者は、毎月末において結果報告が完了した検体について業務委託料を算出し、消費税及び

地方消費税を加えた金額を発注者に請求するものとする。請求は報告をした翌月５日までに請求

書を提出することとする。発注者は、請求を受けた日から３０日以内に支払うものとする。 

 



１３ その他 

    受注者は、本業務における全部又は一部を第三者に委任すること又は請け負わすことを禁止す

る。そのことが判明した場合、発注者は、契約を解除するものとする。 

この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が協議して定めるもの

とする。 

 


